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研究成果の概要（和文）：中国甘粛省の敦煌石窟を中心に，中央アジア東部地域の仏教石窟遺跡に遺存する壁画
の美術史的検討と，石窟に残された古ウイグル語題記銘文の文献学的解読に基づいて，主に西暦7ー10世紀頃の
仏教壁画に表現される種々の仏教的思想が，後世（10ー14世紀）のトルコ系ウイグル族により如何に受容され
「トレンド」化したか，という問題の解明を試みた。
研究期間中，敦煌石窟の古ウイグル語題記銘文の資料集を刊行し，これに基づきウイグル仏教徒の活動の実態を
分析し，一定の成果を得た。ただし，現地調査上の制限から，ウイグル仏教に特徴的な「トレンド」の解明につ
いては十分に実証するためのデータを収集できず，今後の検討課題とした。

研究成果の概要（英文）：The target of this research project was integration of the art-historical 
analysis on the mural paintings in the Dunhuang Caves (Gansu Province, China) and other Buddhist 
cave sanctuaries in the eastern part of Central Asia and the philological decipherment of the Old 
Uighur inscriptions left in those caves.
Through the project we provided the edtion of the Old Uigur pilgrim inscription to prove the 
religious practices of the Uigur Buddhists. However, we had to postpone the final conclusion on the
 "trends" of the Uigur pilgrims, because we could not exhaustively assemble information on them 
under many restriction on our fieldwork at the Dunhuang Caves, to be further investigated in future.

研究分野： アジア・アフリカ史

キーワード： 中央アジア　敦煌　ウイグル　仏教　石窟　壁画　題記銘文

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
仏教学・美術史学の観点に立つ中央アジア仏教石窟壁画の分析と，古ウイグル語題記銘文資料の言語学・文献学
的解読の成果を，仏教信仰の継受・変容という視点から直接に架橋することを試みたものである。これらの研究
分野は中国の"一帯一路"政策の影響で国際学界でも関心が高まっており。今後も現地調査を継続することで，新
規性かつ独創性のある歴史研究の方法論を日本の学界から提示することにつながる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

(1) 西暦 4〜11 世紀頃の中央アジア東部地域には，壁画や塑像によって荘厳される多数の仏教

石窟寺院が造営された。特に中国甘粛省敦煌，新疆ウイグル自治区北部のトゥルファン，ク

チャなどの諸石窟が著名である。これら，インドから中国地域へ至る仏教東伝の経路上に位

置する諸石窟に遺された仏教壁画は，仏教経典に叙述される仏教思想の表象化，またイン

ド・中国と比較した際の中央アジア仏教の地域性・独自性を示す，貴重な美術資料といえる。 

(2) そこに表象される仏教思想は，それを製作した画家・工匠や，製作を主導したスポンサー，

およびその周辺の仏教徒が有していたものである。ただし，壁画に込められた種々の仏教思

想・信仰の要素が，製作時点より以降の仏教徒によりどのように受容されたか，という問題

は，従来の仏教美術史研究では十分に検討されていない。 

(3) これに対し，研究代表者は，10〜14 世紀のウイグル仏教徒が中央アジアとくに中国敦煌地

域の諸仏教石窟に書き残した題記銘文資料の解読作業を進めてきた。その過程で，石窟の造

営から数世紀を経たウイグル時代に属するこれらの資料が，石窟壁画に反映する仏教思想

を理解するためのデータを提供する可能性に気づくに至った。 

 

２．研究の目的 

(1) 石窟造営時点の仏教信仰が数世紀後代のウイグル時代にまで，どのように受容・継承され

（または変容を被り），ウイグル仏教におけるトレンドを形成したかを解明し，中央アジア

東部地域における仏教信仰の展開を通時的に捉え直すことを試みる。 

(2) 相互に独立して研究を発展させてきた古ウイグル語資料の文献学・歴史学的研究と，中央ア

ジア仏教史・美術史的研究とを直接に架橋し，新たな方法論の開拓を試みる。 

 

３．研究の方法 

(1) 松井太（研究代表者）が，ウイグル人仏教徒の石窟参詣の背景となっていた仏教思想を，古

ウイグル語題記銘文のテキストデータから把握する。 

(2) 菊地淑子（研究協力者，大妻女子大学）が，ウイグル語題記銘文が書き残されている石窟壁

画に反映する仏教思想の諸要素を，仏教美術史的に検討する。 

(3) (1)(2)の作業のため，松井・菊地をそれぞれ敦煌莫高窟・安西楡林窟の現地調査に派遣し，

それぞれのデータを収集する。また，坂尻彰宏（研究協力者，大阪大学）を敦煌石窟の調査

に派遣し，帰義軍時代の石窟壁画に関する情報を収集して分析の参考とする。 

 

４．研究成果 

(1) 松井は，本科研およびこれに先行・連動する各種研究プロジェクトによる敦煌石窟のウイグ

ル語仏教巡礼題記銘文の現地調査成果をまとめた「敦煌石窟ウイグル語・モンゴル語題記銘

文集成」（『敦煌石窟多言語資料集成』東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所，2017, 

pp.1–161）を刊行し，合計 283条のウイグル語題記銘文の校訂テキスト・和訳・文献学的註

解，さらには所在データや先行研究などの諸情報を提示した。これは総計約 800 窟におよび

敦煌石窟のうち約 150 窟の調査成果に限られるものであるが，歴史再構成のための基礎作

業となるものである。 

(2) (1)の校訂テキストに基づき，西暦 10～14 世紀のウイグル人仏教徒巡礼の諸側面を考察し

た。その結果，①敦煌・甘粛地域におけるウイグル仏教徒の巡礼の実態（巡礼期間や巡礼者

の構成・宗教実践など），②ウイグル仏教への中国民間信仰の浸透，③ウイグル仏教の僧職



制度に対するトカラ（クチャ）仏教の影響，などを解明した。これらの成果は，後掲の学術

論文や国際学会での口頭報告として発表した。 

(3) 特に，敦煌・甘粛地域におけるモンゴル時代（13〜14 世紀）のウイグル仏教徒の巡礼の実

態解明の一環として，粛州（現在の酒泉市）から敦煌を訪れて３年以上滞在した事例を，敦

煌莫高窟第 217窟の題記銘文から剔出した。この莫高窟第 217窟については，菊地が，造営

の主体となった敦煌有力者をめぐる諸問題と，その造営年代に関する研究論文 2 本を発表

した（菊地淑子「囲繞敦煌莫高窟第 217窟的開鑿与重修之歴史」『形象史学』2018-2,2018,

社会科学文献出版社，pp.085–109; 菊地淑子「敦煌莫高窟第 217窟供養人題記再論」南京大

学中華文化研究院・中国天楹文化研究院（編）『絲路文化研究』第 4 輯，商務印書館，

2019,pp.61-81）。 

(4) ただし，当該窟をはじめ，敦煌石窟の仏教壁画に反映する思想・信仰がモンゴル時代のウイ

グル仏教に特徴的な「トレンド」と化したか，という問題については，十分に実証するため

のデータを研究期間内に収集することはできなかった。これは，ウイグル語題記銘文自体が

テキスト情報に乏しく，また中国外の研究者による敦煌石窟の調査にはさまざまな量的・時

間的制限が設けられていることによる。今後も持続的に調査を継続して，本研究で収集した

データの分析を深めたい。 

(5) 中国・新疆ウイグル自治区トゥルファン地域の諸石窟遺跡に残る仏教壁画とウイグル語題

記銘文も，敦煌地域のウイグル仏教巡礼との比較対象として重要である。それらの石窟の現

地調査は諸般の事情から実施できなかったが，トゥルファン現地の研究者と連携して情報

分析を進め，現存のチベット語高僧伝とは異なる内容の伝承を，敦煌・トゥルファン両地域

のウイグル人仏教徒が共有していたことを解明した（陳玉珍・陳愛峰・松井太「大桃兒溝第

9窟八十四大成就者圖像補考」『敦煌研究』近刊号，査読付）。この成果は，モンゴル帝室の

尊崇を得たチベット仏教が，トゥルファンから甘粛河西にまたがり，ウイグル仏教徒に「ト

レンド」として浸透していたという松井の見解［松井太「東西チャガタイ系諸王家とウイグ

ル人チベット仏教徒」『内陸アジア史研究』23,2008,pp.25-48］を補強するものである。 

(6) (5)と関連して，ロシア・エルミタージュ博物館に所蔵される旧ドイツ隊将来の石窟壁画断

片資料の調査も予定していたが，新型コロナウイルス流行に伴う渡航制限により，調査を中

止せざるを得なかった。 

(7) さらに関連する研究成果として，①西暦 10～11 世紀頃のウイグル仏教徒とマニ教徒との共

存関係，②西暦 13〜14 世紀におけるウイグル人キリスト教徒に対する仏教文化の影響，に

ついて検討した。 
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